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東松阪駅

近鉄山田線

JR紀勢本線

約 500m

約 500m

約 700m
約 850m

和
歌
山
街
道

（22）垣鼻町
　　　　　（松阪市日野町～大津町）

金剛橋から極
門橋までを徳和

畷と呼ばれ、白酒
を名物とする店が
数軒立ち並んで

いた。

Ｐ56

60
60

里中橋

金剛橋

九手
川

金
剛
川

名
古
須
川

上徳和橋

松阪高校

756

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

16

16 庚申堂
徳和坂の頂上付近。
中に青面金剛の石像
が祀られている。

15 神戸神社

11 閻魔堂
信楽寺のとなり。

10 仏足石
天 明5年(1785)
の も の。信 楽 寺
の 門 前 に あ り、
広瀬永正寺の名
僧・天 阿 上 人 の
建 立 に よ る。仏
足石は都市に近
い村里では珍し
い。

9 鬼瓦
信楽寺の旧本堂のもの。

12 信楽寺
天台宗真盛宗の名刹。

8 荒神山稲荷
里中橋の東。

7 垣鼻を行く街道

2 龍泉寺
古義真言宗嵯峨大覚寺派の
古刹。もとは境内の一角にあ
る愛宕神杜の別当寺であっ
たという。付近は愛宕神社の
門前町として栄え、同時に交
通の要衝でもあったため、縁
日には参道を中心に愛宕市
が開かれ、賑いを見せた。

6 小津安ニ郎青春館

5 松尾芭蕉句碑

3 松尾芭蕉句碑

2

6
7

15

8

3

5

13

14

17

17 常夜燈
文 政12年(1829)建
立。極門橋の南たも
と。江戸干鰯問屋等
の寄進によるもの。
嘉永2年(1849)に修
理されている。

13 山口誓子句碑 14 山口誓子句碑

9 10

12

1

4

4 来迎寺
本堂は国指定重要文化財。
裏門は松阪市指定文化財。

1 樹敬寺
松阪屈指の名刹。境内に本居
宣長春庭墓（国指定史跡）と
地蔵菩薩立像（県指定文化
財）がある。

11
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JR 徳和駅

JR
紀
勢
本
線

近鉄山田線

約 1400m

約 400m

約 800m

（23）上川町　
　　　　　（松阪市下村町～豊原町）

Ｐ58

756

59

42

真
盛
川

37

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

12 おもん茶屋跡
白壁・虫籠窓の家。他におか
ん茶屋があった。へんば餅を
名物にしていた。

11 庚申堂
おもん茶屋跡西側の路地を
南へ。願證寺境内。

6 庚申堂
青面金剛の石像を祀る。八
柱神社前。

5 常夜燈
明和5年(1768)の
もの。八柱神社参道口
にあり、もとは街道筋
にあったという。

4

3

2 大日寺の町石
加茂川橋のたもと。

「片岡山大日如来是
より三丁　願主□」
と刻まれている。

2

1 常夜燈
天 保2年(1836)建 立。
加茂川橋のたもと。

1

10 地蔵堂
おもん茶屋跡の西側の路地
を南へ。願證寺境内。

4 大日寺
本尊大日寺如来坐像は、松阪
市有形文化財。役牛馬の安全
守護。境内には夫婦桜もあ
る。

3 女人の供養塔
明治13年建立。真盛川左岸
堤防上。

8

8 道標
弘 化3年(1846)
建立。「従是外宮
四 里」と 刻 ま れ
ている。

9

7

9 連子格子の家

7 家なみ
連子格子の家が続く。

13 連子格子の家
おもん茶屋跡の左隣に2軒
並ぶ。

6 5

11 10 1213
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漕代駅

櫛田駅

近鉄山田線

約 1300m

約 450m

祓川橋
江戸初期以降、冬か

ら春にかけての渇水期
には仮板橋をかけ、夏か
ら秋にかけての増水期に
は舟で旅人を渡し、それ

ぞれ橋銭・舟銭を徴
収していた。

（24）櫛田川
　　　　（松阪市豊原町～明和町竹川）

櫛田川は、春・
冬の渇水期には仮

橋が架けられ、夏・秋
の増水期には舟で旅人

を渡し、それぞれ橋
銭・舟銭を徴収して

いた。

Ｐ65

Ｐ60

櫛田
川

37

701

櫛田橋
428

706

37

祓
川

祓
川
橋

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ
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地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

12

62

1

12 祓川
斎王群行の際、ここで祓いを
して斎王宮に入ったことか
ら名付けられた。

11 六字名号碑
文 化14年(1817)建 立。大
稲木集落の西口。正面には
6文字の梵字が刻まれてい
る。

10 稲木を行く街道
かつては茶屋や旅籠屋が点
在していた。

9 石地蔵
天 保9年(1838)建 立。機 殿

（はたどの）道との分岐点。
漕代のはずれにあたる。8 大乗寺

7 道標
文政13年(1816)の
もの。渡し場付近か
ら 早 馬 瀬 神 社 へ 移
設。縦に半分に割れ
ており、向かって右
側のものには「右け
かう□□」の文字が
見える。割れた面に
は「左さんくう□□」
と書かれていたよう
である。

6 標石
大正3年建立。旧
櫛田村大字豊原。
かつて櫛田川の
渡し場があった
所。

5 道標
文政2年(1819)
櫛田川堤防下。京
商 人 の 寄 進。「左
さんくうみち　
右けかうみち」と
刻まれている。

4 家なみ
昔の雰囲気を伝える。3 家なみ

2 大櫛神社の碑
稲 荷 社 の 鳥 居 の わ
き。「式 内 大 櫛 神 社」
と刻まれた自然石の
碑。隣には、かつてこ
のあたりで開かれて
いた櫛田大市の碑が
ある。

1 萬古不易館

11

10

98
7

13

54
3

13 道標
弘 化4年(1847)建 立。

「従是外宮三里」と刻ま
れている。
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この部分は
66 ページを
ご覧ください

このあたりに
は、駕籠屋の溜まり

場・馬の取り次ぎ場が
ある立場茶屋があり、明
治以降は人力車・馬車

のたまり場となっ
た。

このあたりに
「大仏」と称するお堂
があった。街道北側の

蓮光寺のお堂で、参宮客
のために、街道筋に建
てられたものであっ

た。

斎宮駅

県道松阪伊勢線

近鉄山田線

約 1050m
約 1000m

約 500m

（25）斎宮－A
　　　　　（明和町竹川～上野）

707

428

529

37

530

笹笛川

510

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

9 竹神社
野々宮跡。毎年6月初旬に行
われる斎王まつりの斎王行
列の出発点。

9

7 庚申堂
秋葉神社境内。

6 秋葉神社
観音寺（現在の牛葉公民館）
西隣。観音寺と境内を同じく
し、もとは八王子と称してい
た宇志葉神杜があったが、竹
神社に合祀された。

5 斎王の森
「斎王宮跡」の碑が建つ。隣接
する公園には掘立柱建物の
柱跡や井戸の復元、斎王・大
伯皇女の句碑がある。斎王の
森の前は花菖蒲園になって
いる。開花は6月頃。国指定
史跡。

5

3 家なみ
切妻・連子格子の家が立ち並
ぶ。

3

1 連子格子の家

1

8 竹茗舎

8

4 いつきのみや歴史体験
館

4

2 斎宮歴史博物館
2

76
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街道沿いの
「有明六地蔵」
の看板が目印。

（25）斎宮－B
　　　　　（明和町竹川～上野）

道標の西側に絵
馬堂と称する小堂が

あった。絵馬が掲げられ
ており、この絵の馬の毛色
で豊作を占うと言われてい
た。謡曲の「絵馬」で有名。

現在、絵馬は竹神社に
保管されている。

この部分は
65 ページを
ご覧ください

斎宮駅

県道松阪伊勢線

近鉄山田線

約 500m

約 1050m
約 1000m

707

428

529

37

530

笹笛川

新
笹
笛
川
橋 510

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

14 庚申堂
山門左。

13 地蔵・五輪塔
元 禄15年(1702)建 立。山 門
左。

11 上野を行く街道

4 山ノ神五基
六地蔵石幢のそば。

12 安養寺 

11

7

2 六地蔵石幢(有明
六地蔵)
永 正10年(1513)の も
の。県指定文化財。そ
の均整の取れた美し
さは、この種のもので
は県下一と言われる。
笛川地蔵院跡の空き
地にある。

3 庚申堂三棟
笛川地蔵院跡。

10

5 盃地蔵
防火に御利益があるといわ
れる。昔は街道沿いにあっ
た。

6 地蔵
盃地蔵のそば。 7 家なみ

98

10 山ノ神三基
交差点沿いの石積みの上に
3つ並んでいる。

9 道標
明治41年建立。天
延2年(974)、病気
のため斎宮でな
くなった斎王・隆
子女王の墓への
案 内。「斎 王 隆 子
女王御墓従是拾
五丁」と刻まれて
いる。

8 道標
天然記念物のどんど花（野花
しょうぶ）群生地への案内。

「斎宮旧蹟蛭澤之花園」と刻
まれている。どんど花は毎年
六月頃に開花。

1 道標
北野天満宮
へ の 道 案
内。新 し く
建て替えら
れ て い る。
昔、こ こ に
黒 木（皮 が
付いたまま
の 木）の 鳥
居があった
という。

34 2

56

14 13 12

1
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近鉄山田線

約 2550m

約 450m

明星駅

水池土器製作遺跡
古代の土器製作の工程
がわかる全国でも珍し
い遺跡。現在は史跡公

園になっている。

（26）明星
　　　　　（明和町上野～新茶屋）

Ｐ66 大堀川

428

明星郵便局

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

10 庚申堂
寛政年間(1789～1801）の
建立と伝えられる。千日祈
願の塔の奥。

109 廻国供養碑
寛保元年(1741)建
立。「上 人 さ ん」の
石碑の右。

8 徳浄上人千日祈
願の塔
天保7年(1836)
建立。「上人さん」と
呼ばれる石碑。庚申
堂を霊場としていた
徳浄上人が、大飢饉・
疫病に見舞われた村
民の窮状を目の当た
りにし、その救済の
ため、雨の日も風の
日も伊勢神宮両宮に
千日の間素足で日参
したという。

7 弘法太師堂
小道との分岐点の西角。江戸
時代から参宮客の信仰を集
めていた。

6 道標
嘉永6年
(1853)建立。
明野への分岐
点。「従 是 外 宮
二 里」と 刻 ま
れている。

6

4 家なみ
切妻・連子格子の家が並ぶ。

4

1 そうめん坂
昔、こ の あ た り
に そ う め ん 屋 が
あ っ た こ と か ら
名付けられた。他
にも食べ物・ぞう
り・笠等を売る店
があった。

1

5 三忠 

5

3 呑海工房

3

2 轉輪寺

2

9 8

7
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小俣駅

近鉄山田線

約 200m

約 500m

約 700m

約 700m

このあたり
は畷と呼ば

れた。

離宮道
札の辻を直進

する道。
このあたり

に本陣があっ
た。

宮川駅

（27）相合
　　　　　（伊勢市小俣町明野～元町）

Ｐ68

428

428

428

716

相合橋

相合
川

外城
田川

惣之橋 汁谷川

宮
古
橋

宮川

13 石柱
「参宮人見附」と刻
まれている。もと
は 宮 古 橋 の た も
と。

12

11

13

8

21

7 札の辻
かつては和歌
山藩の高札場
が あ っ た。西
町・法 楽 町 の
境。

7

6 外城田川
平時は水量が乏しく、雨が降
ると直ちに水量を増すこと
から「貧乏川」と呼ばれた。

65 家なみ
切妻・連子格子の家が立ち並
ぶ。

5

4 庚申堂
安 永(1772～1781)の 建 立
と伝えられる。新出の入り口
左。

4
3 相合橋
江戸時代は土橋だった。

3

2 老舗「へんばや」
へんばとは、三宝荒神など馬
に乗った参宮客が、ここで馬
を返して一休みした（返馬）
茶店から名付けられた。

1 椎の木並木
この椎の木にさわる
とたたりがあると伝
えられる。

8 格子の町家
屋号「丸吉」。かつては煙草入
れ、薬等を販売していた。虫
籠窓が残る。

12 常夜燈二基
昭和8年のもの。離宮道入
口両側にあったが、現在
は離宮院公園東側の入口
に移設されている。

11 家なみ
切妻の家が立ち並ぶ。

10 不動堂
浄土寺境内。

9 浄土寺
浄土宗。

910
まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑
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道標など

地蔵など

バス停
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神社・仏閣・
城址など
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宮町駅

山田上口駅

JR参宮線

約 500m

約 800m

約 750m

近
鉄
山
田
線

熊野街道

福島みさき太夫邸跡
福島みさき太夫は、徳川

将軍家の祈祷所もつとめた
ほど格式の高い御師で、ここ
に広大な屋敷を構えていた。
その門は、現在神宮文庫入

り口に移築されている。
（76 ページ）

（28）桜の渡し
　　　　　（宮川～伊勢市八日市場町）

小俣と
山田を結ぶ、
桜の渡しが

あった

Ｐ70

Ｐ75

宮
川

428

428

37

22

宮
古
橋

汁
谷
川

宮川橋

度会橋

8 筋向橋
現 在、川 は 地 下
の 水 路 に な っ て
お り、嘉 永2年
(1849)の 欄 干 の
み が 残 る。も と
は も う 少 し 北 に
立っていた。かつ
て、江 戸 か ら 伊
勢 ま で の 距 離 は
日 本 橋 か ら 筋 向
橋 ま で の 距 離 を
測ったという。

8

13 伊勢和紙館（大豐和紙
工業）

13

12 小西萬金丹

12

11 籐商玉屋

11

6

2 尾崎咢堂記念館

2

14 松尾芭蕉句碑

7 松尾芭蕉句碑4 山口誓子句碑 6 伊勢音頭資料館

4

5

9

14

10 道標
坂 社 境 内 に 移
設。もとは街道
沿 い の 書 店 近
くにあった。

9 道標
伊勢市立図書館前。

「右さんぐう道」等と
刻まれた道標が2基
ある。もとの場所は
不明。図書館の2階は
ふるさと文庫となっ
ており、郷土の資料
について調べること
ができる。

5 道標
文政5年
(1822)建立。

「すぐ外宮江
　十三丁半、
内 宮 江　 壱
里 三 十 三 丁
半」等と刻ま
れている。

7

10

1

3

1 宮川堤　
県指定名勝

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑
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道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

3 柳の渡し跡
下の渡し（桜の渡し）の上流
に位置し、上方・西国・熊野か
らの参宮客をここで対岸の
山田へ渡した。
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外宮
豊受大神宮という。

内宮が伊勢に鎮座して
から約 500 年後、天照大

神の大御饌（食事）を司る
神として丹波の国から迎え

られた豊受大神を祀る。
米作りを始め、衣食住

すべてに関わる産
業の神様。

五十鈴川駅

宇
治
山
田
駅

二見道
二
見
道

約 450m

約 1100m

約 600m

この部分は
76 ページを
ご覧ください

（29）古市－A
　　　　　(伊勢市本町～中之町）

近鉄鳥羽線

22

32

伊勢市役所 37

小
田
橋

勢田
川

伊勢自
動車道

20 長峰神社
俗 称 を「う ず め さ ん」と い
い、天鈿女命（あめのうづめ
のみこと）を祀る。この辺り
を昔、寒風(さむかぜ)の里と
言った。

20

19 遊郭油屋の跡
歌舞伎「伊勢音頭恋寝刃」の
舞台。標柱が立っている。

18 「お紺と斎」の比翼塚
大林寺境内にある。江戸時
代、大林寺近くの遊郭・油屋
でおこった刃傷沙汰「油屋
騒動」の中心人物、お紺と孫
福斎の墓。

16 三浦樗良（みうらちょ
ら）句碑

15 鴈字亭寸童句碑

17 尾部坂
「間の山（あいの
や ま）」と も い
う。こ の あ た り
に、三 味 線 や 胡
弓 を か き 嗚 ら
し、旅 人 に 投 銭
を乞うことで有
名 だ っ た 芸 人・
お す ぎ・お 玉 が
い た。そ の 場 所
を 示 す 標 柱 が
立っている。

14 旧二見道
勢田川の下流に沿って続く
道。二見興玉神社へと参拝す
る人や二見まで船でやって
きた人が通った。

12 小田橋
江戸時代までは、本橋の横に
小橋(仮屋橋）が架けられて
おり、忌服の人や生理中の婦
人は小橋を通ることになっ
ていたという。

4 豊宮崎文庫跡
国指定史跡。外宮外苑の東。
江戸時代に外宮の神主の学
校と図書館を兼ねた施設が
あった。ここに生えている桜
の大木は、神宮の屋根に芽吹
いた桜が移されたものとい
われ、お屋根桜と呼ばれてい
る。

2 ボンヴィヴァン

10 笹丘高句碑

8 為田華明句碑

8

3 長谷川素逝・長谷川ふ
み子句碑

19

18

15

2

3
12

17

14

1

1 道標
明治26年建立。
｢月 よ み の 宮 さ
ん け い 道」と 刻
まれている。

13

13 道標
弘化4年
(1847)建立。簀
子橋から橋詰
公園内に移設。

「すぐ二見」「す
ぐ御さんぐう
道」と刻まれて
いる。

7

7 松尾芭蕉句碑

6

6 徳田椿堂句碑 9 徳田椿堂句碑

5 松尾芭蕉句碑

45

910

16

11 11 近鉄宇治山田駅本屋
国登録有形文化財

まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など



まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

77 76

五十鈴川駅
約 450m

約 1100m

約 600m

宇
治
山
田
駅

二見道 二
見
道

この部分は
74・75ページを
ご覧ください

神宮文庫
神宮付属の図書館。

神道・国文学・歴史・
民俗関係の書籍を約 26
万冊所蔵。神道関係で

は国内最大規模を
誇る。

近鉄鳥羽線

（29）古市－B
　　　　　(伊勢市本町～中之町）22

32

37

伊勢自
動車道

勢田
川

10

2

15

12

6

11

13

7

4

3

1

15 桜木地蔵　
12 切妻造りの家なみ
寂照寺の周辺。

11 寂照寺
徳川家康の孫千姫の菩提を
弔うため創建された寺。

13 伊勢古市参宮街道資
料館

8 麻吉歴史館

7 皇學館大学佐川記念神
道博物館

4 神宮徴古館

3 神宮農業館

1 山口誓子句碑

6 黒門
神 宮 文 庫 の 入 り 口 に あ る
門。伊勢神宮信仰を全国に布
教して回った御師の一人、福
島みさき太夫邸の門を移築
したもの。鯱を付けたその風
格は、御師の繁栄ぶりを物語
る。伊勢市指定文化財。

10 道標
文化20年(1813)
建立。麻吉旅館の石階
段の下。「つづら石道」
と刻まれている。

9 道標
天保年間
(1830～
1844)建
立。麻 吉
旅館前。

14

5

5 道標
「古 市 へ 二
町」と刻まれ
ている。

2 式年遷宮記念神宮美術
館

14 道標
明治27年建立。「月よみの宮
さんけい道」と刻まれてい
る。

9 8



まちかど博物館
博物館・
資料館

その他
文化資産等

トイレ

句碑

地図内凡例

常夜灯

道標など

地蔵など

バス停

まちがえやすい
分かれ道

神社・仏閣・
城址など

79 78

近鉄鳥羽線

約 400m

約 200m

約 750m

磯部道

鳥
羽
道

朝熊岳道（宇治岳道）

内宮
垂仁天皇皇女、倭姫

命が天照大神がご鎮座す
る地を求めて各地を旅し、
大神のお告げによってここ
伊勢を鎮座地に選ばれたの

が始まりといわれ、その
歴史は約 2000 年に

も及ぶという。

（30）伊勢神宮内宮
　　　　　（伊勢市桜木町～伊勢神宮）

Ｐ76

32

23

12

715

715

五
十
鈴
川

五十鈴公園

6

22 五十鈴川　

22
21 宇治橋
五 十 鈴 川 に か か る 長 さ 約
102mの総檜造りの橋。橋の
両側に立つ二つの鳥居は、
内宮・外宮の正殿の旧棟持
柱で作られる。

21
20 旧林崎文庫
江戸時代の内宮領の学
舎。本居宣長や鴨長明
など、参宮に訪れた学
者が立ち寄って講義を
したという。国指定史
跡。

20

19 道標
大正5年建立。宇治橋
前ロータリーの木陰。

「五ヵ所街道」と刻ま
れている。剣峠を越え
て南伊勢町五ヶ所へ
の道の案内。

19

9 老舗「赤福本舗」
宝永4年(1707)創業の老舗。
伊勢土産として人気の赤福
餅は、白い餅が五十鈴川の
川底の石を、三筋の指の跡
が付いた餡が川の流れをあ
らわしているという。

9

7 おはらい町　
伊勢神宮内宮の門前町。切
妻妻入りの伝統的な伊勢の
町なみが復元されている。

7

3 猿田彦神社
天孫降臨の際、道案内をつと
めた猿田彦命を祀る。みちひ
らき（開運）の神様として信
仰される。

3

1 常夜燈二基
大正3年建立。牛谷坂の上。

1

18 生 姜 糖 博 物 館（二 光
堂）

18

17 上地木工所 16 百鱗房（岩戸屋）

16

15 白鷹・三宅商店

15

14 山口誓子俳句館 13 徳力富吉郎版画館

8 おかげ座

8

6 お伊勢まいり資料館

4 畑井工房

4

2 小坡美術館

2

12 荒木田守武句碑
12

10 山口誓子句碑

10

17

11 おかげ横丁
おはらいまちの一角に、切
妻妻入や明治時代の洋館な
どが復元され、郷土料理や
名産品の店が並ぶ。

5

5 道標
明 治26年 建 立。

「月よみの宮さん
けい道」と刻まれ
ている。

11

14 13



81 80

掲載されている文化資産やまちかど博物館等の情報は平成23年2月時点のものです。
この地図は三重県市町総合事務組合管理者の承認を得て、同組合所管の「2006三重県共有デジタル地図 （数値地形図
縮図10,000）」を使用し、調整したものです。（承認番号：三自治地第195号）本成果を複製あるいは使用して地図を調整
する場合は、同組合の承認を必要とします。
バス停・トイレの情報は「平成22 年度生活密着型地理空間情報整備緊急雇用創出事業」で、平成22年10月から23年1月
にかけて調査したものです。
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 このウォーキングマップは、三重県の街道を訪れる人や、地域に暮らす人誰もが
街道や周辺の文化資産等に興味を持ち、触れることができるように作成しました。
　場所によっては旧街道のルート自体が道で無くなっていたり、現在は通行できな
い箇所もあります。
 その場合は迂回路等をご案内しており、史実に沿わない部分もありますが、あく
まで旧街道を基本に周辺に残る文化や、新しく発展した文化などをご紹介し、散策
を目的にご利用いただくものとご理解ください。
 地図上のマークの位置は目安で、実際の位置と若干異なる場合があり、隣接する
資産等はを並べて表示している場合がありますので、ご留意ください。
 また、マップに掲載されている「まちかど博物館」や「博物館・資料館等」につきま
しては、開館日や開館時間等が決められており、予約が必要な場合もありますので、
事前にご確認・ご連絡の上、訪問していただきますようお願いいたします。
 なお、お気づきの点等がありましたら、ご指摘等いただければ幸いです。

 このウォーキングマップは、三重県の街道を訪れる人や、地域に暮らす人誰もが
街道や周辺の文化資産等に興味を持ち、触れることができるように作成しました。
　場所によっては旧街道のルート自体が道で無くなっていたり、現在は通行できな
い箇所もあります。
 その場合は迂回路等をご案内しており、史実に沿わない部分もありますが、あく
まで旧街道を基本に周辺に残る文化や、新しく発展した文化などをご紹介し、散策
を目的にご利用いただくものとご理解ください。
 地図上のマークの位置は目安で、実際の位置と若干異なる場合があり、隣接する
資産等はを並べて表示している場合がありますので、ご留意ください。
 また、マップに掲載されている「まちかど博物館」や「博物館・資料館等」につきま
しては、開館日や開館時間等が決められており、予約が必要な場合もありますので、
事前にご確認・ご連絡の上、訪問していただきますようお願いいたします。
 なお、お気づきの点等がありましたら、ご指摘等いただければ幸いです。

「三重の文化」
http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/

「三重の歴史・文化散策マップ」
http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/map/t/

 みえの歴史街道の詳細情報やまちかど博物館、博物館・資料館の連絡先や概要、
句碑の詳細情報などは下記ホームページからご覧いただけます。

 歴史街道のルートや文化資産について、下記ホームページからスマートフォン・
タブレット端末でもご覧いただけます。




